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研究要旨 

糖尿病患者は世界中で増加している。米国の糖尿病患者数は 2012 年の調査で 2,900 万人

を超え、英国の糖尿病患者数は 2014 年では 380 万人と増加している。日本の糖尿病患者総

数は 2007 年で 890 万人 、2012 年で 950 万人であり、今後も増加するとみられている。 

US 及び EU の 2 型糖尿病治療ガイドラインでは、糖尿病治療の第一選択薬としてメトホ

ルミンの単剤処方が、血糖不良の場合はインスリン、Sulfonylurea（SU）や Thiazolidinedione

（TZD）等の追加が推奨されている。一方、日本のガイドラインでは、第一選択薬は示され

ていない。 

理想的な血糖コントロールを達成することは合併症発症の低下につながる。また、血糖コ

ントロールはアドヒアランスが高いほど良好であるため、合併症の防止にはアドヒアラン

スの維持も重要である。合併症のひとつである糖尿病網膜症（以下、網膜症）は日本の視覚

障害の原因疾患の第 2 位である。また、網膜症は心血管の危険因子でもある。糖尿病による

視力障害の進行の抑制、予防には、早期からの良好な血糖コントロール及び網膜症の早期の

発見、治療が有効な手段となる。しかしながら、糖尿病患者に対する網膜症発症及び、網膜

症のステージを考慮した血糖降下薬による治療のコンセンサスはない。さらに網膜症の進

行ステージそれぞれの処方パターンやアドヒアランスの実態は不明である。 

本研究では、レセプトデータを用いて糖尿病初発患者を対象に、網膜症未発症患者、網膜

症発症患者と網膜症発症及び網膜症進展患者のそれぞれの、DPP4 阻害導入後の糖尿病治療

の処方実態とアドヒアランスを調査した。 

網膜症未発症群及び網膜症非進展群で、基準月の DPP4 阻害の処方割合が増加した。血糖

降下薬の処方種類数の経時変化では、いずれの患者群も 2 種類以上処方される患者割合は

増加し、特に網膜症進展群で多い傾向があった。アドヒアランスの調査では、網膜症非進展

群は網膜症未発症群と比較してアドヒアランスが高かった。

A. 研究目的 

本年度は、レセプトデータを用いて糖尿

病初発患者を対象に、網膜症未発症患者、網

膜症発症患者と網膜症発症及び網膜症進展

患者のそれぞれの、DPP4 阻害導入後の糖尿

病治療の処方実態とアドヒアランスを調査
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した。 

 

B. 研究方法 

日本医療データセンターのレセプトデータ

及び健康診断データ（対象期間：2005 年 1

月～2013 年 3 月） 

（1）レセプトデータ 

 健康保険組合の加入者（2012

年時点で 120 万人） 

 外来・入院患者の背景情報、診

断情報、薬剤情報等を含む 

（2）健康診断データ 

 実施年月、空腹時血糖、HbA1c、

血圧等を含む 

を用い、以下の基準で該当患者を決定した。 

 

（1）糖尿病患者 

①選択基準: 以下の全てに該当する 

a) 2005年 1月～2013年 3月にレセ

プトデータに糖尿病（ICD10：E10-

14）の診断名がついた患者 

b) 血糖降下薬（ATC 分類：A10）

が処方された患者 

 

②除外基準: 以下のいずれかに該当 

a) 1 型糖尿病患者 

b) 20 歳未満の患者 

（基点：糖尿病に対して血糖降下薬が初め

て処方された月；以下、基準月） 

c) 血糖降下薬が処方された月に糖尿病の

診断名が一度も付与されなかった患者 

d) 基準月の翌月以降、血糖降下薬が処方さ

れていない患者 

e) 本データベースでの登録期間が基準月

以降 1 年未満である患者 

f) 基準月から過去 9 ヶ月間以内に、糖尿病

診断名がついている、又は血糖降下薬が処

方されている患者 

 

③併存症 

 糖尿病の診断名がつく前に高

血圧、脂質異常症に対する治

療薬が処方されている場合、

高血圧、脂質異常症を併存疾

患とした 

 

（2）網膜症発症患者 

①選択基準: (1)の患者のうち、以下のいず

れかの診断名（ICD10）のついた患者  

 E113：2 型糖尿病・眼合併症あ

り、2 型糖尿病黄斑症、2 型糖

尿病性黄斑浮腫、2型糖尿病性

網膜症、増殖性糖尿病性網膜

症・2 型糖尿病 

 E143：増殖性糖尿病性網膜症、

糖尿病黄斑症、糖尿病黄斑浮

腫、糖尿病網膜症 

②除外基準: 以下のいずれかに該当 

 a) 対象とする網膜症診断が 1 回のみ 

 b) 網膜症での再診療が 6 ヶ月以内にない 

 

（3）網膜症進展患者 

①選択基準: (2)の患者のうち、網膜症の診断

がついてから対象期間中に網膜症に対する

眼科的処置が実施された患者。 

※網膜症に対して初めて眼科的処置が施行

された月を進展月とした。 

 

これらの患者群における、基準月の血糖降

下薬の処方パターン・経口血糖降下薬のア

ドヒアランスについて調査した。 
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C. 結果 

1) 患者背景 

 2 型糖尿病初発患者は 7,352 名で、

網膜症発症患者は 1,334 名（18.1%）

だった。このうち、網膜症発症非進

展患者、網膜症発症進展患者はそれ

ぞれ、1,143 名、191 名であった。 

 網膜症進展患者における累積の進

展割合は基準月から 12 ヶ月後で

67.5%、36 ヶ月後で 94.2%であった 

 

2) 血糖降下薬の処方パターン 

（1）基準月の処方パターン 

DPP4 阻害発売前の処方割合は、網膜症未発

症群は SU とαGI が高いが、網膜症非進展

群、網膜症進展群では Insulin と SU が高い

傾向にあった（Table 2）。一方、DPP4 阻害

発売後の処方割合は、網膜症未発症群では

DPP4 阻害と SU、網膜症非進展群は Insulin

と DPP4 阻害薬、網膜症進展群では Insulin

と SU が高い傾向にあった 

 

（2）基準月に処方された血糖降下薬の種

類数 

2種類以上の処方割合は、網膜症未発症群で

32.4%、網膜症非進展群で 48.6%、網膜症進

展群で 45.0%であった 

 

（3）血糖降下薬の処方種類数の経時変化 

基準月と最終処方月と比較して、網膜症未

発症群では、2 種類、3 種類及び 4 種類以上

処方される割合は 7.2%、4.8%、2.0%増加し

た。同様に、網膜症非進展群では、1.6%、

7.0%、3.2%増加し、網膜症進展群では、11.0%、

3.1%、8.4%増加した。さらに、網膜症進展

群では、基準月と進展前月を比較して、2 種

類、3 種類及び 4 種類以上処方される割合

は 0.7%、12.8%、1.3%増加した。 

 

3) アドヒアランス（MPR） 

基準月から 12ヵ月間のMPRが≥80%の割合

は、網膜症未発症群で 58.6%、網膜症非進展

群で 71.6%、網膜症進展群で 65.0%であり、

3 群間で有意差が認められた（P<0.001）。ま

た網膜症非進展群は、網膜症未発症群と比

較して優位に MPR が≧80％である割合が

高かった（P<0.001）。 

 

D. 考察 

本研究では、レセプトデータを用いて 2 型

糖尿病初発患者を対象に、DPP4 阻害導入

後の糖尿病治療の処方実態とアドヒアラ

ンスを患者タイプ別に調査した。その結果、

網膜症未発症群及び網膜症非進展群で、基

準月の DPP4 阻害の処方割合が増加した。

血糖降下薬の処方種類数の経時変化では、

いずれの患者群も 2 種類以上処方される

患者割合は増加し、特に網膜症進展群で多

い傾向があった。アドヒアランスの調査で

は、網膜症非進展群は網膜症未発症群と比

較してアドヒアランスが高かった。 

 

E. 結論 

眼科疾患における患者動態の調査として、

レセプト活用の有効性が示唆された。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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